
   
 

 
 

  
 

謹
ん
で
初
春
の
御
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ほ
ん
ま
も
ん
地
域
福
祉
委
員
会
の
皆
様
方
、
お
元
気
に

良
き
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た

ち
友
交
会
を
発
足
し
て
未
だ
日
も
浅
く
、
三
年
目
の
初
春

を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。
皆
様
方
先
輩
の
ご
指

導
ご
支
援
を
期
待
し
つ
つ
頑
張
っ
て
い
く
友
交
会
で
有

り
ま
す
の
で
今
後
共
宜
し
く
お
引
き
立
て
を
賜
り
ま
す

様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
お
詞
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

ほ
ん
ま
も
ん
地
域
福
祉
た
よ
り 
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社
会
福
祉
法
人
明
光
会 

ほ
ん
ま
も
ん
地
域
福
祉
委
員
会 

石
見 

彰
教 

 

新
し
い
年
を
迎
え
、
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。 

笑
美
の
里
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何
事
も
無
く
利
用
者
の
方
々
と
共
に

毎
日
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
と
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
話
し
合
い
の
場
に

職
員
の
皆
さ
ん
方
の
ご
努
力
に
深
い
感
銘
を
も
つ
一
人
で
御
座
い
ま
す
。

今
の
利
用
者
の
方
々
も
含
め
私
た
ち
の
年
代
は
、
当
時
の
食
糧
事
情
か
ら

考
え
て
み
る
と
あ
の
戦
争
を
よ
く
耐
え
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
き
っ
と
精
神
教
育
で
生
き
延
び
た
の
で
し
ょ
う
。
是
非
、
利
用
者
の

方
々
も
元
気
を
取
り
戻
し
、
職
員
の
皆
さ
ん
や
友
交
会
の
皆
さ
ん
と
共
に

笑
美
の
里
が
元
気
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
失
礼
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
当
法
人
が
進
め
る
事
業
に
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
、

「
友
交
会
」「
え
み
寺
子
屋
」「
地
域
懇
談
会
」
な
ど
充
実
し
た
年
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
昨
年
の
実
績
を
活
か
し
、『
地
域
力
』
の
充
実
を
図
り
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
つ
く
り
を
微
力
な
が
ら
も
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
『
地
域
力
』
と
は
地
域
資
源
の
蓄
積
力
、
地
域
の
自
治
力
、
地

域
へ
の
関
心
力
に
よ
り
培
わ
れ
る
も
の
で
、
一
言
で
言
え
ば
住
民
の
地
域

へ
の
関
心
度
、
す
な
わ
ち
地
域
の
諸
問
題
を
自
ら
の
力
で
解
決
で
き
る
力

で
す
。
是
非
、
今
年
は
今
ま
で
培
っ
て
き
た
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
あ

ら
た
な
「
地
域
力
」
を
培
い
、
美
杉
町
の
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
津
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
教
育
機
関
の
皆
様
他
諸
団
体
の
皆
様
と
共
に
持
続
で
き

る
地
域
社
会
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

  

   

①
体
験
対
象
者 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

 
 

 
 
 

(

要
介
護
認
定
申
請
中
の
方) 

 
 

 
 

家
族
の
方 

②
体
験
利
用
日 

 

随
時(

事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い) 

③
内
容  ○

体
験 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 

 
 
 

 
 

(

介
護
・
認
知
症
予
防
の
学
習
な
ど) 

 
○
見
学 

施
設
内
見
学 

 
 
 

 
 
 

 
 

(

サ
ー
ビ
ス
概
要
説
明) 

○
相
談 
介
護
・
看
護
・
栄
養 

④
料
金 

 
 

 
 

 

無
料  (

但
し
、
昼
食
・
お
や
つ
代
五
百
円
実
費
徴
収) 

 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 
 

 
  
 

 
 
 

 

電
話 
〇
五
九(

二
七
二)

八
八
〇
〇 

 
 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
主
任 

赤
堀 

 
 
 
 
 
 
 
社会福祉法人明光会や笑美の里に

ついての紹介をしています。友交会

やえみ寺子屋、出前トー  
ク等の様子も写真を交え  
てご紹介していますので  
是非ご覧下さい。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笑美の里  担当 嶋 明彦 
        TEL 059-272-8800 

介護福祉士 
ヘルパー２級 
介護補助職員 

一
月
・
友
交
会
新
年
会(

十
八
日) 

二
月
・
い
き
い
き
発
表
会(

二
十
二
日) 

・
節
分(

豆
ま
き) 
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① １月１日・２日  おせち料理 
② １月７日     七草粥 

※１２月に引き続き、１月も献立の変更がありま

す。（生もの、おやつ類、パン） 
※ えみサロン、手作りおやつ、購買について 

しばらくお休みさせていただきます。 
(感染症胃腸炎予防のため) 

※ 盛盛ケアは、レクリエーションを中心としたメニ

ューを取り組んでいく予定です。 
※ 餅つきは延期になりました。(４月：花見) 
※ １２月後半より、居宅利用者様の食事席の変

更をしております。 
感染症予防対策として、変更点が多くご迷惑をお

かけしております。ご了承ください。 

 
 
 
 
 
 
 

今回は「年越しそば」の由来について紹介します。

下記の説があります。 
①よくのびる＝延命 
②災難をすっきり断ち切る 
③丈夫なそばのように決意をあらたにする 
④新陳代謝をよくする 
⑤そば粉を金銀細工の寄せ集めに使うので金運が

よくなる・・   
“そば”は、たんぱく質・ミネラルが豊富で、毛細

血管の強化につながる物質が含まれていることか

ら、生活習慣病の予防に効果的な食品といわれてい

ます。そばを食べるときは、ビタミン類が不足しがち

なので、野菜類を一緒に食べると栄養のバランスがよ

くなります。 

  
 

初春のおよろこびを申し上げます。本年も入居者、
利用者の皆様に満足いただける食事を目指したいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
昨年末から暖冬傾向のため、冬野菜は豊作で、栄養

価も高くなっています。ビタミン類の宝庫ですので、
しっかりいただき病気に負けない体をつくりましょ
う。 

 
 

おせち料理は、江戸時代に始まったとされる無

病息災と子孫繁栄を願ったものです。その願いを

食べ物の形や名前の語呂合わせに託してしまうと

ころに、ユーモアあふれる江戸時代の町人文化が

感じられます。１日、２日の昼食は、重箱にしき

つめた約１５種類のおせち料理を提供しました。

家庭や地域により異なるおせち料理ですが、皆様

に大変喜んでいただきました。 

ひとこと 
１月１日発刊の「ふれあいケア」とい

う介護雑誌に、「心と身体の栄養管理『盛

盛ケア』と題して、笑美の里の栄養管理

について掲載をしております。 
機会があれば、是非 

ご覧になってください。 
 
【書籍問い合わせ先】 

全国社会福祉協議会 出版部 
     電話 03-3581-9511 

・ ごはん 
・ にしんそば 
・ れんこんのきんぴら 
・ ライチとオレンジ 

1２月のいちおし食 

年越しそば 


